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第1章　 地域福祉総合計画策定の背景

 第 1 節　 地域の支え合い

　近年では、地域における関係性の希薄化、中山間部の過疎化、高齢化、非正規雇用の増
加による就労の不安定化が進み、様々な問題が複雑化かつ深刻化しています。例えば、ひ
きこもり、ホームレス、虐待、孤立死などの問題はメディア等でも取り上げられ、後を絶
ちません。社会のあり方が大きく変容し、従来の行政による福祉サービスだけでは、これ
らの問題に対応することが難しくなってきました。
　また、これらの課題は「誰にでも起こり得るもの」として認識する必要があります。「障
がい」を例に考えてみましょう。以前は「障がい」を特別なことと認識し、「障がい者」
への支援は主に行政が行うものだと考える傾向が強かったのです。しかし、「老い」を考
えてみてください。年を重ねるごとにゆっくりと、しかし確実に自らの体の機能は低下し
ていきます。このことから「老いは緩やかに進む障がい」と表現されることもあります。
つまり、「障がい」をはじめとした今日の生活課題は「誰にでも起こり得るもの」なのです。
高齢化が問題なのではありません。高齢者、そしてすべての人が、自分らしく人生を全う
できる社会を構築する必要があるのです。
　加えて、「障がい」に限らず様々な課題を抱えている人にとっての困難は、「個人の身体
機能ではなく、周囲の環境との関係性」によって生じているという考えが広がりました。
これを受け、障がいを特別視しない、様々な困難を抱えた人を社会全体で包み込むという、

「ノーマライゼーション」や「ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）」という言葉も
広がりを見せています。「地域福祉」はその「ノーマライゼーション」や「ソーシャルイ
ンクルージョン」を目指し、推進していくものです。
　厚生労働省は 2008 年に「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」報告書を「地
域における『新たな支え合い』を求めて―住民と行政の協働による新しい福祉」と題して
発表しました。従来の福祉施策だけでは解決できない、地域での自立生活を送るうえでの
課題に対応していくためには、ボランティアや NPO をはじめとする住民と行政の協働に
よる「新たな公の創造」と、住民同士による「新たな支え合い」が必要であるとしています。
　これらのことから、地域福祉の推進が重要視され、「共に支え合うまちづくり」が求め
られています。鞍手町は、つながりの強い地域でもあります。鞍手町の強みを活かした住
民同士の支え合い、そして行政をはじめとした関係機関同士の連携と、住民と行政のパー
トナーシップを発揮して、「住民誰もが安心して自分らしく住み続けられる鞍手町」を築
き上げていきましょう。
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男　　　　　　女

◇総人口　16,862人　　　高齢化率　33.5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年３月31日現在）

鞍手町人口ピラミッドグラフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年3月31日現在）

鞍手町要介護度認定者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年3月31日現在）

 第 2 節　 鞍手町の状況

資料：住民基本台帳

資料：福岡県介護保険広域連合

（人）
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鞍手町行政区別人口世帯数
　　　　　　　　　　　　　（平成27年3月31日現在）

資料：住民基本台帳
（人）
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鞍手町内保育所（園）・幼稚園在籍児童数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年5月1日現在）

鞍手町小学校児童数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年5月1日現在）

資料：福祉人権課

資料：教育課
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鞍手町障害者手帳取得者数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年3月31日現在）

身体障害者手帳所持者　　　　　　  療育手帳所持者

精神障害者保健福祉手帳所持者

（人）

（人）

（人）

資料：福祉人権課




